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長頚竜化石産地より産出した放散虫化石

岩田圭示＊・菅井良洋＊・疋田吉識＊＊

Radiolarians occurred from the locality of Plesiosauria 

Ke司iIWATA*, Yoshihiro SUGAIぺandYoshinori HIKIDA * * 

Abstract Radiolarians were obtained from Plesiosauria bearing mudstone nodules from the NMV・1Iρcality of the 

Osoushinai Formation in Nakagawa Town, North Hokkaido. The radiolarians obtained and so far reported ammonites 

and inoceramids suggest that the Plesiosauria including nodules of the Osoushinai Formation (NMV-1) belongs to late 

Cretaceous approximately Campanian -early Maastrichtian in age. However we failed to extract radiolarians from 

NMV・2locality in the northern tributary ot he Abeshinai River, 9.3 Km south from NMV-1 Locality. 
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はじめに

長頚竜（以下、首長竜と呼ぶことにする）化石

は中生代中期．後期（ジュラ紀・白亜紀）に棲息した

海棲腿虫類であり，白亜紀の首長竜化石は本邦，と

りわけ北海道各地の蝦夷累層群あるいは函淵層群か

ら産出している（Nakaya, 1989）.北海道産の保存

良好な首長竜化石標本の多くは白亜紀後期より産出

するが，産出層の地質年代が全て明確にされている

訳ではなく再検討が必要な場合も少なくない．首長

竜類の系統進化を考察するうえでも産出する地層の

年代論的検討は不可欠の課題である. 1973年（昭和

48年）および1991年（平成3年）に中川町より産出

した2体の首長竜化石標本（前者の標本はNMV-1,

後者の標本はNMV・2として登録されている）の中

で後者については随伴するアンモナイト化石によっ

て地質年代が正確に判明しているが，前者について

はより古期の地層から産出したと考えられるが，十

分に判明しているとは言い難い．筆者の一人，岩田

は1991年の首長竜化石の発掘に従事し、産出層周辺

の地質調査をおこなった．しかしながら，発掘当時

は時代判定のための根拠となる古生物的証拠を首長

竜化石を合むマトリックスから見い出せなかった．

その後、 NMV-1標本のクリーニングが終了し，マ

トリックスの泥質岩中から微化石を抽出して時代の

検討を行なう目的で化学薬品処理を行なった．その

結果，量的には少ないものの，放散虫化石が得られ

た．本報告ではその研究結果につき報告する次第で

ある．本報告を行うにあたって首長竜化石調査・発

掘団の団長を努めた魚住 悟北海道大学名誉教授

（中川町立郷土資料館名誉館長）をはじめ中川町企

画課，なかがわ化石会のみなさんなど多くの方々よ

り激励を頂いた．以上の方々に厚く御礼を申しあげ

る．

NMV・1標本の産出地点および地質の概略

NMV・1標本は中川町西部ニオ川上流の上部蝦夷

累層群（オソウシナイ層）から産出したと考えられ

る．産出地点を第1図に示す．オソウシナイ層は磯

岩，砂岩，シルト岩からなり所々で泥岩質団塊（ノ
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ジューノレ）を合む．これまでアンモナイト類としては

Anapachydiscus fascicostatum Y ABE, Anapachydiscus 

suteri YOKOYAMA, Neopuzosia ishikawai JIMBO, 

Texanites orientalis YABEなどが，また， Inoceramus

japonicus NAGAO and MATSUMOTOなどイノセラ

ムス類が報告されている．オソウシナイ層よりも下

位の大曲層はInoceramusuwajimensisを合み，白亜

紀後期のサントニアンに属するものと考えられる．

？や 1qnn

5万分の 1地質図幅（長尾， 1967），中川町の地質、

および地下資源（橋本ほか， 1967）によればオソウ

シナイ層は下部，中部，上部に区分されている．下

部は暗灰色泥岩，細粒砂岩，際岩，砂岩・頁岩互層

からなり， 30cm”lmの灰白色凝灰岩を挟む．多数

のアンモナイトAnapachydiscusfascicostatum Y ABE, 

Anapachydiscus suteri YO KOY AMA, Canadoceras 

kossmati Y ABE, Polyptychoceras obstrictum JIMBO 
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第1図首長竜化石（NMV・1,NMV・2）産出地点

などが，またイノセラムスは、 Inoceramusorientalis 

SOKOLOW, Inoceramus japonica, Inoceramus 

(Sphenoceramus) schmidtiなどの二枚員化石， Patella

gigantes SCHMIDTなど巻貝化石を合む．地層の厚さ

は400m以上．この下部層は中頓別地域の寿（こと

ぶき）層に対比されるものと考えられる．オソウシ

ナイ層は白亜紀後期のカンパニアンに属するものと

考えられている．また，中部は玉葱状風化を示す暗

灰色シルト岩を主とし， Inoceramus(Sphenoceramus) 

schmidti , Patella sp.などを含み，オソウシナイ層の

中部から Astacolussp., Dentalina basiplanata CUSH-

MAN, Haplophragmoides horridus TAKAYANAGI, 

Nodosaria abscura REUSSなどの有孔虫化石が発見

されている．厚さは約 200m.上部は無層理緑灰色

砂岩，頁岩岩片をふくむ暗緑色砂岩，暗灰色シルト

岩からなり， Inoceramusjaponicaを合む．地層の厚

さは 400m以上．オソウシナイ層の上部層は南方の

安平志内川地域の“泥喰い”砂岩層に相当するもの

とされる．首長竜化石は砂質シルト岩のノジ、ユール

に含まれるが，この地域の白亜紀層はいずれも地滑

りをおこしているため，首長竜化石を含むノジュー

ルが本来どの場所から運ばれてきたのかを特定する

ことは困難であった.NMV・1首長竜化石標本のマ

トリックスの岩質の特徴もオソウシナイ層の岩質と

大差がみられないことから首長竜の化石骨片を合

むノジ、ユール（岩塊）がオソウシナイ層に由来した

と考えて大過ないものとおもわれる．オソウシナイ

層よりも新期の函淵層群に属する安川層群はこの地

域には分布していないが．南方の安平志内川地域で

はよく発達し，砂岩，泥喰い砂岩などからなる．こ

の地層からは次のようなアンモナイトやイノセラム

スの報告がある．アンモナイトでは， Canadoceras

kossmati YABE, Cynatoceras sp., Metaplacenticeras 

subtilistriatum JIMBO, Steinmannella (Yeharella) deck-

eina KUBOTAなどが，イノセラムスでは，

Inoceramus .schmidti MICHAELなどが報告されてい

る．安平志内川流域の安川地区からは首長竜化石

NMV・2標本が1991年（平成3年）に発見された（第
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1図）．

放散虫化石の抽出方法

首長竜化石の骨標本を取り出した後で得られた，

砂質シルト岩マトリックスは 1-3cm大の岩片であ

るが，これらの岩片を500mlのプラスチックビーカ

ーに入れ， 5%のフッ化水素酸の溶液に数時間浸し，

溶解させた．得られた残査を＃80, #200メッシュ

のステンレスのフルイにあけ，蒸留水で水洗した．

#200のフルイに残った残査をガラスのビーカーに

あけ， 10%過酸化水素酸を加え，約15分間煮沸し，

残査を再度、蒸留水で水洗した後，シャーレにあけ

てオープンで乾燥した．光学顕微鏡下で，細い毛筆

を用いて，微化石を摘出し，両面テープを貼ったグ

リッドに載せ，イオンコート装置を用い，微化石を

金で真空蒸着し，走査型電子顕微鏡を用いて観察，

写真撮影を行った．

NMV・1標本のマトリックスから産出した

放散虫化石と年代の検討

NMV・1標本の泥岩ノジュールのマトリックス

から量的には少ないけれども放散虫化石，貝殻破片，

珪藻化石，海綿骨針化石などが検出された．今回の

報告では，海綿骨針化石については報告を割愛す

る．

産出した放散虫化石を図版lに示す．次のような放

散虫化石が見い出された：

Amphipynぬxstocki.i, Amph初mぬxsp., Archaeodictyomi，仰

cf. lammellicostata, Archaeodic砂＇Omitra叩.， Dictyomitra 

multicostata, Dictyomitra sp., Lithatractus pusillus, 

Sticho,rii仰の sp.
これらの放散虫化石はいずれも白亜紀後期後半の化

石種であり，このなかで， Archaeodictyomitralam-

mellicostataは白亜紀後期（カンパニアン）に出現し

たことが知られており（Foreman,1977; Pessagno, 

1976; Nakaseko et al., 1979; Taketani, 1982; 

Sanfilippo & Riedel., 1985），中頓別の寿層（カンパニ

アン前期）からも産出する (Iwataet al., 1992). 

NMV・1標本のマトリックスから産出した放散虫化

石は示準種が少ないため，厳密に地層の年代を特定

することは困難であるが，およそ白亜紀後期（カン

パニアン前期）と推定される．

図版の10, 11図は，二枚員の一種であるイノセラム

スの外殻層（outer prismatic shell layer）である稜柱層

の一部，即ち，バラバラに分解した稜柱であり，炭

酸カルシウム結晶（方解石）からなる．しかしなが

ら，バラバラに分解した稜柱断片から，二枚貝化石

の種を推定することはできない．

あとがき

産出した放散虫化石からNMV・1首長竜化石標本

の泥岩ノジュールのマトリックス年代はおよそ白亜

紀後期（カンパニアン前期）と推定される．これま

で，オソウシナイ層からInoceramusjaponicaは，

Inoceramus (Sphenoceramus) schmidhtiiなどの二枚員

化石が報告されているが，前者は白亜紀後期カンパ

ニアン前期を，後者は白亜紀後期カンパニアン中期

を示準するとされている（松本ほか， 1980）.従っ

て，今回得られた放散虫化石のデータとは矛盾しな

い.NMV・2を産した安川層群からは放散虫化石が

得られなかった.NMV・2首長竜化石標本を産出し

た地層からはアンモナイト（Metaplacenticeras sub-

tilistriatum）が多産することから，同層は白亜紀後期

のカンパン世末期と考えられる．従って，ニオ川産

の NMV・1の首長竜化石の方が幾分時代的に古い可

能性があるといえる.NMV-1は穂別産の首長竜化

石とはほぼ同じ時代と推定されるが今後，より詳細

な年代論的検討が望まれる．北海道地域の首長竜化

石の古生物学的研究は仲谷（1984, 1985), Nakaya 

(1989), Nakaya (1992），小川I(1996MS）によって報

告がなされているが，今後，より詳細な首長竜化石

の進化系統学的研究が望まれる．最近では首長竜化

石が小平町からも発見されており（仲谷・小平町首

長竜各靴調査団， 1991），この首長竜化石は中川町

のNMV-1より若干古い地層（およそSantonian）か

ら得られた（仲谷・小平町首長竜発掘調査団，

1991；岩田ほか， 1991). 今後さらに北海道各地か

ら首長竜化石の産出が期待されると思われ，外国産

標本を合め比較古生物学的，進化古生物学的検討が

望まれる．
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一→NMV-1 ノジュールより産出した白亜紀後期放散虫化石（図版1-8，図版9・11を除く）の走査型電子顕微鏡写真．

1 . Amphipyndax s的ckiForeman, x 350 
2. Amph伊iyndaxstocki Foreman, x 350 
3 . Dictyomitra multicostata Zittel, x 200 
4 . Dictyomitra multicostata Zittel, x 150 
5 . Archaodityomitra sp., x 200 
6. Archaeodictyomitra cf. lamellicostata Sanfilippo & Riedel, x 200 
7 . Dictyomitra cf. multicostata Zittel, x 350 
8. Lithatractus pussilus (Campbell and Clark), x 200 
9. 珪藻化石、 X500 

10. lnoceramidの方解石質稜柱層破片、 X200 
11 . lnoceramidの方解石質稜柱層破片、 X200 
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